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　毎年６月２３日から２９日は「男女共同参画週間」で
す。今年度は平成２８年６月２５日（土）に、つきみ野学
習センターにおいてセミナー「夢！自分！発見プログラム
―すきなものビンゴ＆お仕事マップ」を開催しました。
　このセミナーはNPO法人キーパーソン２１のプロ
グラムで、「男の子だからしなくてよい」、「女の子なん
だから」といった固定的な考え方ではなく、子ども一
人一人の個性に向き合って、親子（８組１６名）で一
緒にライフ・キャリアについて考えるきっかけとなりま
した。

　女性が社会で活躍するうえで陥る二つの落し穴には、周囲から
の「過大評価」と女性自身の「過小評価」がある、と安藤さんは言
われます。安藤さんは、戦場へ取材に行くことも多くあったそうで
すが、そこに集まる記者の多くは男性でした。なぜ女性なのに危
ないところへ取材に行くのか、と言われる反面、女性が取材をした
というだけで評価されてしまうという「過大評価」を感じていた
そうです。仮に男性記者が同じ努力で同じ取材をしたとしても、女
性が行った取材の方が取り上げられる、といった具合です。
　また、働く女性自身による「過小評価」とは、どこかで「自分に
は、そんなことはできない」といって自信を持てないことだ、と安藤さんは考えます。アメリカで、
男性と女性のキャリアを比較した追跡調査によると、男性の方がより社会的な地位を向上させて
いく傾向にあるのに対して、女性はその傾向が低いという結果がでています。安藤さんは、当時ア
メリカ国務長官だったヒラリー・クリントンへのインタビューを通じて、最後に自分を信じて飛躍す
ることの重要性を強く実感されたそうです。

　「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」の略称で、平成２７年８月に１０年の

時限立法で成立し、平成２８年４月から施行されました。この法の目的は、女性の職業生活に

おける活躍を推進し、豊かで活力ある社会の実現を目指しています。法に基づき、国・地方

公共団体、労働者が３０１人以上の民間事業主は、女性の活躍に関する数値目標と取組を盛

り込んだ行動計画を策定しなければなりません（労働者が３００人以下の民間事業主は努力

義務）。大企業や役所など、まずは大きな組織から率先して取り組みを公表していくこと

で、国全体に広がることを期待しています。

　「少子化対策」の一つとして、組織のリーダーである上司が部下職員の育児参加等への

理解を深め、ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の両立）の支援と促進を積極的に図ると

ともに、その次勢を内外に示すため、市長をはじめ、部長級以上の幹部職員が、平成２８年５

月２６日に「イクボス宣言」をしました。「イクボス」とは、職場で共に働く部下・スタッフの

ワーク・ライフ・バランスを考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も結

果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上司のことで、男性幹部職員だけ

でなく、女性幹部職員もふくまれます。

●報道キャスターとしての安藤さんの講演
　は、過大評価・過小評価の落とし穴という
　点について理解できました。

●人権について考えるということは、「バラ
　ンスを保つこと」が大切だと思った。

●（安藤さんが報道の世界に入られた）38
　年前、もっと男性優遇を感じた時代かと思
　います。まだまだ男性社会の強い会社も
　あると思います。少しずつでもこのような
　講演会は貴重だなと思いました。若い人に
　もぜひ聞いてほしいと思います。

●「過大評価」と「過小評価」

　毎年１１月１２日から２５日までは内閣府の定める
「女性に対する暴力をなくす運動」期間です。これに
合わせて毎年大和市でもDV（ドメスティック・バイオ
レンス）防止のための啓発事業を実施しています。
　平成２８年１１月１７日（木）に、イオンモール大
和鶴間店の１階ライトコートにてDV防止キャン
ペーンを実施しました。当日はDV防止に関する啓
発物品の配布やパネルの展示、ＤＶＤの上映、バ
ルーンアートのプレゼントを行い、多くの方にDV防
止のための情報を届けることができました。

【講演の様子】  
　　観客席からの質問に、一つ一つ真 に答えていただ
　　きました。
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